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2-B-2試作 Highflowgeneratorスヤールの検討
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CPAP療法では、 FRCの増加lを目的と しPa

0，の上丹、IW汁ン卜率の改道、 H乎政仕事量の

減少を行うおができる。当院では、 CPAP

療法胞行するときは人.1:1呼吸器を利用 し

たマスクCPAP療法と Vital signs社製の High

f 1 owgenera torを利尉したマスクCPAP療法の

二種類で対応している 。今 回は、Vitalsi 

gns社製 Highflowgeneratorを利用したマス

クCPAP患者六人の効果と Highflowgenerat

orを使用した時のマスクCPAP内圧と FLOWに

ついて報告する。

【対象と方法 】 ♂ 2人♀ 4人年齢 (72!lO)

疾患 心原性肺水腫及び肺 浮腰、抜 管後低

西宮素 rUl症 評価項目は、PH.Pa02.PaC02.F.P!ド，

ドiO，の 6項巨(表 1)とそれぞれ CPAP装 着 前、

CPAP マスク 15分後、装着 2~3U寺間後の変化で

考察 した。 Highflowgeneratorを使用し

た時の 7UCPAP圧レベル (2fifi.O 7.5)とFL
O¥Vについては、RT-200で両者素模度は NMI社

製 OM-100で健 康人 (16Scm、SfiKg)で測定した。

【結果 】 (表1)

※基準以下 FLOIVとは、1¥')v7' I卜に対しその

設定圧を保てず各今 (0.5 1 0.5)を 1;1い

た圧を似つのに必法な卜'I.OWとした 。 また

1 )治 療縦続H!Jt::J 12. o:::l::: 8. o (11、干間)

2 )平均じPAPレベ ルピ1.58:::1:::1.8 (使肘ノ、

ルブ )+ )であ っ た O

【考祭 】 CPAP前と比較し効果は歴然と

していたが、 flowgeneratorの特性により

必ずしもその設 定Jlことは |浪らない(表2基

準以下 卜~LO ¥V)ので 、計測してから使用すれ

ばより有効と思われる oP/Fratioから言

えば P/FlOO以下で当院では使 ITJしたが、P
/ド100以 卜では効巣は 得 に くいと山われ

た 。

試作 flowgenerator用スケールでは、 試

行ながらド l仏:::1:::3%以内の誤差の範囲にな
り認でも簡単にその設定 FiO三及び FLO¥Vに

できることは、 当院 において有効と考え

らオ1た O

( )工同表 2) 


